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　災害発生後のごみ、し尿の適正な処理は、環境の保全、住民衛生の確保、早期の復旧・復興活動を行う上で重要となる。

　村におけるごみ、し尿の処理活動の実施とともに、処理能力を超える場合等、必要に応じて、広域応援による処理を図る。

１　ごみ、し尿処理対策（救）

　　村は、被災地における衛生的環境を確保するため廃棄物の処理活動を行う。

　(１)　被災地における環境保全の緊急性を考え、臨時雇い、機材リース等の措置を講じて、廃棄物の早期処理体制の確立を図る。

　(２)　下水道使用地域等で災害によりトイレが使用不能になった場合は、必要に応じて、建設業者、リース業者等の協力を得て仮設トイレを設置する等の対策を講ずる。この場合、高齢者、障害者等いわゆる災害時要援護者に対しても配慮し、村内で仮設トイレの供給が不足する場合は、県又は他市町村に調達・供給について要請し確保に努める。

　　　なお、村では浄水苑に災害用トイレ（マンホールトイレ）を10基保有している。

　(３)　生ごみ、し尿等腐敗性廃棄物については防疫に留意し、可能な限り早期の収集に努める。（資料６－３・６－４参照）

　(４)　災害により粗大ごみ、不燃性ごみ等が大量に発生し、処理施設での処理が困難な場合は、必要に応じて仮置場を設ける。この場合、設置場所、周辺環境等に十分注意を払う。

　(５)　収集に当たっては、処理施設の負担軽減を図るため、被災状況に応じできる限り平常時の分別区分による収集に努める。

　(６)　被災地の災害廃棄物の清掃に要した経費及び廃棄物処理施設の原状復旧に要した経費について国庫補助を受けようとする場合は、災害発生後、速やかに北安曇地方事務所へ報告する。
２　住民への広報（情）

　(１)　村によるごみの収集及び処分が可能になるまでの間、住民に対し、次の対応をとるよう広報を行う。

　　ア　村が定める仮置場及び収集日時に従ってごみを搬出する。

　　イ　仮置場のごみの整理、流出の防止等の管理を行う。

　(２)　速やかにし尿処理施設の応急復旧に努めるとともに、し尿については、計画収集が可能になるまでの間、住民に対して仮設トイレ等で処理するよう広報する。

　〔住　民〕

　　住民は、災害により発生したごみを村が指定した場所に搬入する。搬入に当たっては、分別区分等、村が指定した方法を遵守し、集積場所の衛生確保に協力する。

３　近隣市町村への応援要請（情）

　　村長は、廃棄物及びし尿等の処理に必要な人員、機材、処理能力が不足する場合には、近隣市町村に対して応援を要請する。
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